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船舶事故調査報告書 

 

                             令和２年１０月２８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 沈没 

発生日時 令和元年１０月３日 ０２時５０分ごろ 

発生場所 兵庫県姫路市院
いん

下
げ

島西方沖 

 小磯
お い そ

灯標から真方位３４８°５.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°３８.３′ 東経１３４°２２.０′） 

事故の概要  引船第八大
だい

千
せん

丸は、はしけ大
だい

５０８をえい
．．

航して東進中、大５０８

が転覆して沈没した。 

大５０８は、作業員１人が死亡し、船体は全損した。 

事故調査の経過  令和元年１０月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 引船 第八大千丸、１９トン 

   ２６０－４６０２０香川、有限会社大野海運 

１６.５５ｍ×５.００ｍ×１.９５ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５.５kＷ、平成２０年８月 

Ｂ はしけ 大５０８、総トン数不詳 

   なし、株式会社宮地サルベージ 

   ４０.００ｍ×８.５０ｍ×３.５０ｍ、鋼 

   機関なし、昭和６１年（建造年） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ６９歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５９年１０月３０日 

免許証交付日 平成３０年１１月２６日 

           （令和６年１０月２９日まで有効） 

Ｂ 作業員Ｂ 男性 ６２歳 

 死傷者等 死亡 １人（作業員Ｂ） 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 全損（付近海域で沈没し、引揚後、解体処分） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南東、風力 ５、視界 良好 

海象：波向 南南東、波高 約１.５ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

香川県小豆島町には、令和元年１０月２日０８時５１分に強風及び

波浪注意報が発表され、本事故当時も継続中であった。 
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 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、スクラップ約６００ｔを積載し

たＢ船に作業員Ｂを乗せて、Ａ船の船尾から約６２ｍのえい
．．

航索（２

本）で繋いで引船列（以下「Ａ船引船列」という。）を構成し、令和

元年１０月２日１５時０５分ごろ姫路市姫路港に向けて愛媛県新居浜

市新居浜港を出港した。 

船長Ａは、出港時、強風及び波浪注意報が発表されていたことを知

っていたが、瀬戸内海であり波の影響は少なく、航行できると思って

いた。 

Ａ船引船列は、法定灯火を表示し、船長Ａがレーダー及びＧＰＳプ

ロッターを起動して単独で操船にあたり、宇高西航路を過ぎたところ

で、備讃瀬戸東航路の北側航路外に出て、小豆島北方沖に向けて北東

進した。 

Ａ船引船列は、３日０１時２５分ごろ小豆島北方沖を約５.５ノッ

トの対地速力で北東進中、船長Ａが、それほど波浪の影響がないと思

い、０７時００分ごろ姫路港に入港予定であったので、そのまま姫路

港に向けて航行を続けた。 

Ａ船引船列は、小豆島北東端の金ケ埼の北西方沖あたりから風浪を

強く受けるようになり、０２時００分ごろ金ケ埼北西方沖で、風浪を

右舷正横付近から受けることのないよう、左転して北北東の針路とし

て、同じ速力で航行した。 

Ａ船引船列は、船長Ａが、播磨灘北航路第５号灯浮標を通過した０

２時２５分ごろ、風浪が強いので院下島の陰に向かおうと右転して東

進し、同じ速力で続航した。 

船長Ａは、同じ速力のまま東進していたところ、０２時５０分ごろ

Ｂ船に点灯していた簡易標識灯が見えなくなったので、Ｂ船の発電機

が停止したのかと思い、減速して航行していたところ、えい
．．

航索が海

中に入っていたのを認めて異常に気付き、ＵターンしてＢ船に向かっ

たところ、海中に赤い船体が見えたので、Ｂ船が転覆したことを知っ

た。 

船長Ａは、０３時０６分ごろ海上保安庁に本事故発生の通報を行

い、えい
．．

航索を切断して作業員Ｂの捜索を行ったが、発見できなかっ

たので、Ｂ船のところに戻り、見失わないようにしていた。 

Ｂ船は、漂流し、岡山県千種川河口の南方沖に着座した。 

作業員Ｂは、海上保安庁により捜索が行われたものの、行方不明と

なり、１１日小豆島北部海岸に漂着しているところを発見され、溺死

と検案された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ Ａ船（船首方より撮影）、

写真２ Ｂ船（船首方より撮影）、写真３ Ｂ船（船尾方より撮

影）、写真４ Ｂ船（倉内の状況） 参照） 

 その他の事項 Ａ船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約２.８ｍであった 
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Ｂ船は、金属スクラップを上甲板下約６０cm までの倉内にほぼフラ

ットに積載しており、喫水は、船首約２.５ｍ、船尾約３.０ｍ（計算

値）であった。 

Ｂ船は、通常、スクラップを約４００～６００ｔ積載しており、約

６００ｔが最大の積載量であった。 

Ｂ船には、ハッチカバーがなく、ハッチコーミングの高さが約１.

５ｍであった。 

船長Ａは、Ａ船の船長をこれまでに約８年間行っており、Ｂ船のえ
．

い
．
航を十数回行った経験があった。 

船長Ａは、姫路港に０７時００分に到着する旨の連絡をしており、

遅れないように無理をして航行したが、風浪が強かったので、小豆島

の北方沖で避泊すれば良かったと本事故後に思った。 

船長Ａは、夜間でＢ船の状態が見えなかったので、どのようにして

Ｂ船が転覆したのかは分からなかった。 

船長Ａは、航海中、作業員Ｂと連絡を取っていなかったので、本事

故発生前、作業員Ｂが何をしていたのか分からなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ 不明 

Ａ なし、Ｂ 不明 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ船引船列は、強風波浪注意報が発表されて南南東からの波高約

１.５ｍの状況下、船長Ａが院下島方面に向けて東進し、右舷側から

波浪を受けるようになったことから、えい
．．

航中のハッチカバーが装備

されていないＢ船が浸水し、転覆して沈没したものと考えられる。 

船長Ａは、姫路港入港予定時刻の３日０７時００分に間に合わせよ

うとして、高い波浪を右舷正横に受けながら院下島方面に向けて東進

を続けたものと考えられる。 

Ｂ船が転覆した状況については、目撃者がおらず、明らかにするこ

とは出来なかった。 

Ｂ船は、ハッチカバーが装備されておらず、船倉内に隔壁がないこ

とから、荒天時にハッチコーミングを越えて海水が入れば転覆しやす

い構造であった。 

作業員Ｂの死因は、溺死であった。 

作業員Ｂは、落水して溺水したものと考えられるが、目撃者がおら

ず、これらの状況を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、夜間、強風波浪注意報が発表されて南南東からの波高約

１.５ｍの状況下、船長Ａが院下島方面に向けて東進し、Ａ船引船列

が右舷側から波浪を受けるようになったため、えい
．．

航中のハッチカバ

ーが装備されていないＢ船が浸水し、転覆して沈没したものと考えら

れる。 
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再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、出港前に荒天が予測される場合には、荒天に遭遇するこ

とのないよう出港時刻を調整すること、また、航行中に荒天が予

測される場合には、風浪を避けることができる海域で避泊するこ

と。 

・はしけには、荒天時に備えて、ハッチカバーを積載しておくこと

が望ましい。 
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                付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ船引船列 ０１時２５分ごろ 

０２時００分ごろ 

０２時２５分ごろ 

播磨灘北航路第５号灯浮標 事故発生場所（令和元年１０月 

３日 ０２時５０分ごろ発生） 

小磯灯標 

香川県小豆島町 

小豆島 

姫路市 

院下島 

香川県 

岡山県 

岡山県 

兵庫県 

金ケ埼 
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写真１ Ａ船（船首方より撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ Ｂ船（船首方より撮影） 
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             写真３ Ｂ船（船尾方より撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 

 

     

             写真４ Ｂ船（倉内の状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


